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	研修名: [120]
	回次: [1]
	所属: 
	所属名: 
	受講者職名: 
	受講者姓: 
	受講者名: 
	職員番号: 
	上司職名: 
	上司姓: 
	上司名: 
	ステップ1本人: （研修のねらいや内容を確認し、特にこの項目について学びたいということを上司と共有しましょう。）
	ステップ1上司: （研修へ派遣するに当たり、上司の期待は研修効果を上げる重要な要素です。受講職員への励ましや前向きなメッセージをお願いします。）
	引継事項: 
	ステップ2本人: （受講した内容を活かして、業務・職場において取り組むことを計画しましょう。）
	ステップ2科目名: [6経営学Ⅲ]
	ステップ2上司: （受講者の取組の実現に向けて、組織全体でサポートできるよう、管理者として支援をお願いします。）
	ステップ3本人: 
	ステップ3上司: 
	ステップ4本人: （取組で、どのような変化が生じたかや、期待したとおりにならなかった場合は何が問題と考えられるか等を振り返り、上司と共有しましょう。）
	ステップ4上司: （取組によって発揮したことや、今後伸ばしてもらいたい能力等について、話し合ってくださるようお願いします。）


